
Philips Azurion 7 C20 
with FlexArmの
柔軟性および効率性評価
ヨーロッパおよび米国における17名の医師による評価
ハイブリット手術室およびカテーテル治療室の設計の条件
は相反する様々な要求に応えていかなくてはなりません。
堅固なインフラストラクチャを必要とする一方で、長期に 
わたって多様な手技や患者の状態に対応していくために 
必要な機器を導入するには、システムの柔軟性が必要になり 
ます。建築設計事務所Perkins Eastman1に在籍する 
米国建築家協会（AIA）のRichard Sprow氏によると、
「商業施設または教育施設と違い、病院は50年以上の期間
にわたり使用されますが、個々の部屋は臨床検査法および
機器の変更により、わずか7年程度で小規模または大規模
な変更を余儀なくされることがあります」。このような理由
から、インターベンションシステムをできる限り柔軟で効率
的に使用することが、病院にとって非常に重要になります。

数十年の間、フィリップスはハイブリット手術室および 
カテーテル治療室の設計を進化させ、医療施設が目指す 
インターベンションを実施する上での効率と品質の向上を
サポートしてきました。フィリップスの新たな取り組みの 1つ
として、最適な治療環境を実現し、質の高い治療をサポート
するAzurion 7 C20 with FlexArmを開発しました。 
このシステムには、8つの可動軸を搭載した新しい天井懸垂式 
Cアーム、FlexArmを搭載しています。FlexArmにより、 
既存のハイブリット手術室やカテーテル治療室でのレイア 
ウトやポジショニングがより柔軟に対応可能となります。

本ドキュメントでは、2017/2018年に 17名の医師が 8つ
の可動軸を搭載した天井懸垂式Cアームの評価のために
Philips Azurion 7 C20 with FlexArmを使用して
行ったユーザーテストの結果を取り上げます。このユーザー
テストはシミュレーションラボ環境で行われ、独立した客観的
立場のユーザビリティエンジニアリングコンサルタント企業
であり、またユーザーインターフェースデザイン会社でもあ
るUse-Lab GmbHにより設計、監修されました。また、
Use-Labはユーザーテスト結果の解析および結果の記録
も行いました。
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ポジショニングの柔軟性による一貫したワークフロー
• 100%の医師が「FlexArmにより、処置における柔軟性
が広がった」に同意しました。

• 94%の医師が「FlexArmは患者を移動せずに全身を 
カバーできる」に同意しました。

•  100%の医師が「FlexArmは患者の頭部にアクセスする
際にまったく支障がない」に同意しました。

• 100%の医師が「FlexArmシステムにより、テーブルを 
移動する必要を低減できる」に同意しました。

• 88%の医師が「FlexArmにより、カテーテル治療室での
スタッフや機器の移動が少なくなる」に同意しました。

室内での移動減少によるワークフローの効率化
•  標準的な天井懸垂式Cアーム*を備えたカテーテル治療室と 
比較した場合、Radialアクセスアプローチのようなテーブル
ピボットを含む処置においてシステムのポジショニングに
費やされる時間が平均で27%短縮。

•  標準的な天井懸垂式Cアーム*を備えたカテーテル治療室
と比較して、Radialアクセスアプローチのようなテーブル 
ピボットを含む処置におけるテーブルポジショニング動作が

平均で 19.4から1.8へと91%減少。8名の医師はテーブル
ポジショニング動作をまったく行いませんでした。

• 88%の医師が「FlexArmは時間の節約につながる」に 
同意しました。さらに、76%の医師が「スタンバイオプショ
ンにより特に時間を節約できる」に同意しました。

• 76%の医師が「FlexArmを使用することにより、室内で
時間をより効率的に使うことができる」に同意しました。

直観的なユーザー操作
• 94%の医師が「FlexArmを使用することにより、他者の
支援なしにより多くのタスクを行うことができる」に同意し
ました。

• 100%の医師が「FlexArmシステムは制御しやすい」に 
同意しました。

• FlexArm搭載 Azurionシステムは、システムユーザ 
ビリティスケール（SUS）でスコア92を獲得し、業界平均
スコア68よりもきわめて高い評価となっています。

• 94%の医師が「FlexArmの優れた柔軟性は新たな処置を
サポートできる」に同意しました。

主なユーザーテスト結果*

この新たな天井懸垂式システムは、優れた柔軟性を備えたCアームです。

Philips Azurion 7 C20 with FlexArmは、症例毎に最適な治療環境
を実現し、質の高い治療をサポートします。

Philips Azurion 7 C20 
with FlexArm
レイアウトとポジショニングを
より柔軟に

*   Azurion 7 C20を備えたカテーテル治療室との比較。約 20分間のCアームおよびテーブルポジショニング操作練習後、シミュレーションラボ
環境における臨床ユーザーでの評価。
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Philips Azurion 7 C20 
with FlexArm
レイアウトとポジショニングを
より柔軟に

ユーザーテストのスコープ

画像1：不完全に伸ばした腕のRadialアクセスセットアップ 画像2：スタンバイ位置のFlexArmシステム

Flex Armには、X線ジオメトリ、画像ビームのローテー 
ションおよび直観的なテーブルサイドコントロールの機能を
備えた新しい天井懸垂式ガントリが含まれます。このコンビ
ネーションにより、新たなレベルの柔軟なポジショニングが
もたらされ、室内でのスタッフや機器の移動低減、ジオメ 
トリ配置方法の改善および時間節約など、インターベン 
ションの手技中に重要となるいくつかのポイントでポジティブ
な効果があります。これらの特徴は特にRadialアクセス 
アプローチのワークフローに非常に有益な影響を及ぼすと
考えられます。

ユーザビリティテストの目的は、シミュレーション使用環境
におけるFlexArmの使用に基づき、パフォーマンスの改善
を検証することでした。テストでは、F l e x A r m搭載
Azur ion 7 C20（「FlexArmシステム」）を標準的な
Azurion 7 C20と比較しました。

新たなジオメトリの次の点がテストされましたが、その詳細 
については「FlexArmのポジショニング機能」の項で説明
します。
•  Radialアクセスアプローチを行うために要する時間
• Cアームおよび/またはテーブルを鎖骨下動脈や大動脈 
弓部にポジショニングしてワイヤを表示するために要する
時間

•  Cアーム、テーブルを肘位置にポジショニングしてワイヤを
表示するために要する時間

• 肘を水平に表示するため、Cアームを肘位置にポジショ 
ニングしてワイヤを表示するのに要する時間

• 腕を水平に表示するため、Cアームを手首位置にポジショ
ニングしてワイヤを表示するのに要する時間

•  Cアームを足の位置に移動するために要する時間
•  Cアームをスタンバイ位置に移動した後、作業位置に戻す
ために要する時間

•  各ポジションに到達するまでに要するテーブル移動の回数

新たな FlexArmジオメトリの利点を客観的に評価するために、2017/2018
年にその新しいデザインに対して一連の独立したユーザーテストを行いました。
これらのテストは、Use-Lab GmbH によりデザインおよび監修され、研究
結果の解析および結果の記録もUse-Lab により行われました。テストによる
主な結果は、本ドキュメントの「主なユーザーテスト結果」の項に記載されてい
ます。
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FlexArmポジショニング機能
新たなFlexArm天井懸垂式システムには、4つの主要なコンポーネントが
含まれています。

•天井懸垂式ガントリ
• 8 つの可動軸を搭載した C アーム
• Axsys motion control system
• Image-Beam Rotation 機能

天井懸垂式ガントリ
Flex Arm（8つの可動 軸を搭 載し
優れた柔軟性を備えたCアーム）は、
Philips Azurion天井懸垂式ガントリ
によりしっかりと安定してサポートされ 
ます。FlexArmジオメトリは、天井懸
垂式機構、可動ジオメトリアームおよび 
Image-Beam Rotation機能を備え 
たCアームから構成されています。 
これにより以下のメリットがあります。
• 天井機構および可動アームにより、 
システムを患者上に誘導し、全身を 
カバーできます。

• システムは柔軟なポジションが可能
で、テーブルの周囲にスペースを作る 
ことができます。処置中いつでも、簡単
にシステムを移動させ、また作業位置
に戻すことができます。

•低侵襲処置から開胸術に変更する必
要がある場合、システムをテーブルから 
離し、スタンバイポジションまたは 
パーキングポジションに移動すること
ができます。これにより、医療チームは
患者の周囲により多くのスペースを 
作ることができます。

天井懸垂式ガントリ
Flex Arm（8つの可動 軸を搭 載し
優れた柔軟性を備えたCアーム）は、
Philips Azurion天井懸垂式ガントリ
によりしっかりと安定してサポートされ 
ます。FlexArmジオメトリは、天井懸
垂式機構、可動ジオメトリアームおよび 
Image-Beam Rotation機能を備え 
たCアームから構成されています。 
これにより以下のメリットがあります。
• 天井機構および可動アームにより、 
システムを患者上に誘導し、全身を 
カバーできます。

• システムは柔軟なポジションが可能
で、テーブルの周囲にスペースを作る 
ことができます。処置中いつでも、簡単
にシステムを移動させ、また作業位置
に戻すことができます。

•低侵襲処置から開胸術に変更する必
要がある場合、システムをテーブルから 
離し、スタンバイポジションまたは 
パーキングポジションに移動すること
ができます。これにより、医療チームは
患者の周囲により多くのスペースを 
作ることができます。
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8 つの可動軸を搭載した C アーム
可動アームを回転、または縦方向および横方向に移動でき、3方向から患者にアクセスおよびテーブルの両サイドからの 
全身へのアクセスが可能です。
•患者テーブル周囲の Lアーム回転範囲：+135度から -135度
•  FlexArmでカバーされる範囲：Yストローク：285 cm、460 cm または635 cm（選択したレールの長さによる） 

Xストローク：236 cm

3D撮影はテーブルの頭側では0度（プロペラ回転）、ナース /ドクターサイドのポジションでは+/- 90度（ロール回転）で
行うことができます。
FlexArmロール回転速度が向上し、5.2秒でローテーションスキャンが可能になりました。これにより、患者の体動による
アーチファクトが減少します。

Image-Beam Rotation 機能
Image-Beam Rotation機能は、X線ビームを絶えず
自動調整しながら、回転動作を行うことができるX線管の
ユニットの 1つで、Cアームを角度を付けて回転させても、 
患者の中央に留まります。これにより、画像を正しく表示 
するために位置を再調整する必要がなくなります。

Axsys motion control system 
このシステムには新たに開発された Axsys motion 
control systemおよび直観的なAxsysコントローラー
が組み込まれており、予測可能かつ正確なシステムの動作を
行うことが可能であるため、スタッフの集中力向上に役立ち
ます。 
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テストは、カテーテル治療室またはハイブリッド手術室 
での十分な経験のあるヨーロッパおよび米国の 17名の 
医師により実施されました。テストでは、参加者はトレー 
ニングの後に、AzurionおよびFlexArm搭載 Azurion
システムをポジショニングするための複数のシナリオを 
実施し、その後、質問表に回答しました。この質問表で、 
参加者はワークフローの効率化、ワークフローの一貫性および
直観的なユーザー操作の複数の意見に対する同意のレベル
を示すことを求められました。

シナリオは、当社のテスト施設において、Use-Lab関係者
の監督の下に実施されました。テストの間、参加者は質問表 
に回答する様子を撮影され、回答時の挙動、回答後の紙 
ベースの質問表、およびデジタル形式の質問表の間のトレー
サビリティが可能となるようにしました。

テスト環境およびセットアップ
テストは当社の関連施設（オランダ、Best）で実施されま 
した。テスト環境は十分に設備の整った検査室で、各シス 
テムには固定されたインターベンションX線システムが 
備え付けられていました。本環境の下、トレーニングおよび
ユーザビリティテストが実施されました。参加者は適切に 
防護され、実際にX線を使用しました。 

画像3：標準システム

画像4：FlexArmシステム

テストは以下のセッションで構成されました。
•  質問表 Aは、参加者の職業上バックグラウンドおよびイン
ターベンションの経験に関する質問表

• 標準システムのトレーニング – Philips Azurion 7 C20
•  標準システムのユーザビリティセッション – Philips 

Azurion 7 C20
•  質問表Bは、標準システムについての使用経験に関する 
質問表

• FlexArmシステムのトレーニング
• FlexArmシステムのユーザビリティセッション 
•  質問表Cは、FlexArmシステムについての使用経験に関する 
質問表 

参加者のプロフィールおよび採用方法
参加者はインターベンションX線システムの使用経験年数
および低侵襲治療の実施回数に基づき、選択および選考 
されました。すべての参加者が多様なブランドのX線シス 
テムの使用経験がありました。ヨーロッパおよび米国の 17名
の医師たちがこのテストのために採用されました。

3名の参加者を除いて全員がPhilips Allura X線システム
に精通していました。さらに 13名の参加者はRadialアク
セスアプローチに精通し、定期的に実施していました。参加
者は平均して 11年の治療経験がありました。 

参加者はテストセッションの前にシステムのトレーニングを
受けました。トレーニングはシステムの基本機能と新しい 
機能についてカバーしました。トレーニングはハードウェア 
およびジオメトリの移動も含むFlexArmシステムの使用
全般にわたりました。

データ収集
FlexArmシステムの利点および標準システムと比較した 
うえでのアドバンテージについての意見交換を発展させ、 
3つの質問表に構成しました。質問表のほとんどすべての 
項目はステートメント形式で、「同意しない」から「同意する」 
までの5ポイントスケールで回答されました。ステートメント 
形式の他に、参加者は質問表BおよびCの最後でシステム 
ユーザビリティスコア（SUS）調査にも回答しました。最後の
質問表である質問表 Cでは、FlexArmシステムおよび
FlexArmと標準システム、または参加者が通常使用している
システムとの比較を取り上げました。また、本質問表はユーザ
ビリティテストセッションの後で参加者に配布されました。

タスク完了時間およびテーブル移動についての客観的デー
タは、システムのログファイルを使用して収集しました。参
加者がタスクを開始したときに、監督者がリモートコント
ロールのボタンを押すと、ログファイルに特定のタグが記録
されます。また、参加者がタスクを終了したときにも、監督
者はボタンを押します。その他に、すべてのテストセッショ
ンはビデオ録画され、データのチェックが可能です。

ユーザーテストの内容

Philips Azurion 7 C20 with FlexArmの柔軟性および効率性評価6



ユーザーテストの結果
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このユーザーテストは、FlexArmシステムの多くの特長およびそのポジショ
ニングの多様性を評価するものでした。この項ではユーザーテストにおいて
最もインパクトのあった結果を取り上げます。

インターベンションの手技中における頻繁なテーブル移動は、患者ストレス、ワイヤー・チューブ等が外れる危険性、モニター
機器・装置類のセッティングの混乱などの事象を引き起こし、治療プロセスの一貫性や質に影響を及ぼすことがあります。 
FlexArmにより、医療チームは 2Dまたは 3Dイメージングを用いてテーブルの3方向から容易に全身にアクセスする 
ことが可能になります。テーブルをピボット回転させたり、パンニングさせたりする必要はありません。3Dナビゲーション
ツールのすべてが、テーブル周囲の7つのポジションから使用でき、最適なスタッフの立ち位置から患者に対してアクセスで
きるようになり、カテーテル操作や挿管をより容易にします。また、チームによる準備を標準化しやすくなり、一貫したワーク
フローが実現します。

100%の医師が「FlexArmシステムにより、テーブルを移動
する必要を低減できる」に同意しました。
ユーザーテストの中で、手技のシナリオに用意された正しい
撮影位置を得るために、テーブルの移動操作が必要となる
機会が数多くありました。例えば、鎖骨下動脈や大動脈弓部
の描出、または肘位置におけるワイヤーの描出などを行う
場合です。比較する2つのシステムを使用した後、参加者は、
FlexArmにより、テーブル移動操作が低減されると思う
か、と問われ、すべての参加者が「低減されると思う」という
意見に同意しました。さらに、13名の参加者は「FlexArm 
により、処置中にテーブルをピボット回転させる必要がなく
なる」という意見にも同意しました。

質問表のステートメント：
FlexArmにより、処置中にテーブルを移動させる必要が低減
されると思う。

FlexArmにより、処置中にテーブルをピボット回転させる
必要がなくなると思う。

88%の医師が「FlexArmにより、手技中にスタッフや機器
の移動が少なくなる」に同意しました。
また、FlexArmにより、カテーテル治療室、およびその中
で働くスタッフにとって利点があるとすれば、その利点の 
いくつかは、カテーテル治療室内での移動が少なくなること 
によるものです。17名の参加者全員が「スタッフの移動が 
少なくなる」に同意しました。

質問表のステートメント： 
FlexArmの方が、通常使用するシステムよりも、手技中に
機器類を移動する必要が少なくなると思う。

FlexArmの方が、通常使用するシステムよりも、手技中に
スタッフが移動する必要が少なくなると思う。

100%の医師が「FlexArmにより、手技における柔軟性が
広がった」に同意しました。
柔軟性は、ユーザビリティの重要なポイントでもあります。
FlexArmにより、X方向ストロークで 236 cm横方向 
移動が可能、テーブルの3方向から3Dイメージングが 
可能、+135度から -135度までLアームが回転し、Image-
Beam Rotation機能による画像の追従などにより、ポジ
ショニングの柔軟性が向上します。

質問表のステートメント：
FlexArmにより、非常に高い柔軟性の中で、手技ができる
ようになると思う。

100%の医師が「FlexArmは、患者の頭側にアクセスする
際にまったく支障がない」に同意しました。

FlexArmによりもたらされるもう一つのアドバンテージ
は、患者の頭側へのアクセスが容易なことです。

質問表のステートメント：
FlexArmは、患者の頭側にアクセスする際にも、まったく
支障がないと思う。

94%の医師が「FlexArmは患者を移動させずに全身に 
アクセスできる」に同意しました。

質問表のステートメント：
FlexArmの方が、通常使用するシステムよりも手技中に患者
を移動させる必要が少なくなると思う。

ポジショニングの柔軟性向上による
一貫したワークフロー

約20分間のCアームおよびテーブルポジショニング操作練習の後の、シミュレーションラボ環境における臨床ユーザーによる評価
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従来のFemoralアクセスに加え、Radialアクセスが増加していますが、 
従来の装置は完全に腕を伸ばした状態でのアプローチに時間がかかること
がありました。テーブルをピボット回転する度に、ワイヤーや周辺の機器類が 
邪魔になり、操作に余計な時間がかかることがあります。FlexArmはテー 
ブルに沿って左右に動かすこともでき、テーブルの両側に沿ってオフセンター
位置でのイメージングを行うことが可能です。これにより、特にRadialアク
セス中にもテーブルをピボット回転する必要がなくなります。またFlexArm
により、テーブル周囲で広い範囲にわたって移動させることが可能になる 
ため、そのほかの手技でも同様にテーブルをくり返しピボット回転する必要
がなくなります。

テーブル移動の減少による
ワークフローの効率化

P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07 P08 P09 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

 標準 128 117 110 144 110 112 82 123 147 115 261 173 202 35 128 93 75

 FlexArm 296 85 75 60 100 73 103 163 94 85 106 109 98 84 163 75 54

300

250

200

150

100

50

0

時
間
（
秒
）

表1：2つのシステムで、Radialアクセス（手首-肘-鎖骨下動脈）へのイメージング操作にかかった時間

タスク完了時間：2回目の実施結果

Radialアクセスのように従来テーブルのピボット回転を含む手技において、システムのポジショニング操作に費やされる時間が、

FlexArmでは平均で27%短縮 
上述のように、テスト参加者がRadialアクセスの手技を実施する具体的な操作時間が測定されました。参加者が 2つのシ
ステムを同じ目的で使用した場合の時間を測定しています。表 1は、参加者がそれぞれのシステムにより、指示された操作を
完了するためにかかった時間を示しています（2回実施のうちの2回目の結果が示されています）。時間を計測したログファ
イルを解析すると、17名のうち 12名の参加者は標準システムによる操作よりもFlexArmによる操作の方が早く完了した
ことがわかりました。平均すると、FlexArmを使用した場合、標準システムよりも27%操作が早いことになります。

FlexArmシステムの主なアドバンテージは、テーブルを何度もピボット回転する必要がないことです。このアドバンテージが認
識されるかどうかを判断するために、それぞれのシステムによる操作中に、どのシチュエーションでテーブルをピボット回転す
るかについて参加者に質問をしました。表 2にその結果を示します。注目すべき点は、15名中 10名の参加者が、FlexArm
を使用する場合では、まったくテーブルのピボット回転をしないと回答しました（標準システムについてそのように回答したの
は 1名のみでした）。標準システムでピボット回転を使用した回数の中央値は3でしたが、FlexArmでは0でした。

約20分間のCアームおよびテーブルポジショニング操作練習の後の、シミュレーションラボ環境における臨床ユーザーによる評価
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腕の血管に
アクセス

ワイヤの誘導 ディテクタを患者に
合わせて配置

透視の実行 Cアームの待機 キャリブレー
ション実行

その他のケース いずれも
該当しない

 標準 14 11 6 11 4 0 1 1

 FlexArm 2 1 2 2 1 1 2 12

15

12

9

6

3

0

頻
度

システムを使用する場合、どのようなケースでテーブルをピボット回転しますか。

約20分間のCアームおよびテーブルポジショニング操作練習の後の、シミュレーションラボ環境における臨床ユーザーによる評価

Philips Azurion 7 C20システム（従来システム）と比較すると、Radialアクセスアプローチのようなテーブルピボット回転

を含むテーブル移動回数が平均で 19.4から1.8へと91%も減少しました。8名の参加者はテーブル移動をまったく行いません

でした。
参加者が処置を完了するのにかかった時間と同様に、処置を完了するために必要だったテーブル移動の回数を調べました。
この試験のデータにより、標準システムと比較して、テーブル移動の回数が完全に減少したことがわかります。トレーニング
をしなくても、テーブル移動の97%が自然に減少しました。

P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07 P08 P09 P10 P11 P12 P13 P14

 標準 24 18 20 36 36 12 26 8 14 20 26 6 8 18

 FlexArm 4 0 0 12 2 4 1 0 0 0 0 0 0 2
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0

時
間
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秒
）

表3：2つのシステムで、Radialアクセス（手首-肘-鎖骨下動脈）でのテーブル移動回数

テーブル移動：2回目の実施結果

88%の医師が「FlexArmは手技時間を短くすることにつな 
がる」に同意しました。さらに、76%の医師が「スタンバイ 
ポジションにより特に時間が節約できる」に同意しました。

時間の節約目的では、テーブルのピボット回転作業の減少
だけではなく、スタンバイポジション機能もあります。

質問表のステートメント：
スタンバイポジションへの移動機能により、手技の時間を 
節約できると思う。

76%の医師が「FlexArmを使用することにより、カテー 
テル治療室での時間をより効率的に使うことができる」に 
同意しました。

参加者は各評価セッションの後、システムの使用に続いて効
率的な時間の使い方についての意見を検討しました。 

質問表のステートメント：
FlexArmを使用することにより、カテーテル治療室での 
時間をより効率的に使うことができると思う。

表2
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約20分間のCアームおよびテーブルポジショニング操作練習の後の、シミュレーションラボ環境における臨床ユーザーによる評価

94%の医師が「FlexArmを使用することにより、他者の 
サポートなしでより多くのタスクを行うことができる」に同意
しました。

ユーザビリティ評価の重要なチェックポイントは、どの
程度まで一人で操作ができるかという点です。参加者に、
FlexArmを使用することにより通常のシステムに比べてどの 
程度まで、より一人で操作ができると考えているか、また 
周囲から手伝ってもらわずに、より多くのタスクを行うこと
ができると考えるかという点について質問してみました。

質問表のステートメント：
このシステムにより、通常使用するシステムよりも、より一人
で作業することができると思う。

FlexArmは他者のサポートなしでも、より多くのタスクを
行うことができると思う。

100%の医師が「FlexArmはコントロールしやすい」に同意
しました。

期待どおりに動かせるということは、ユーザーがそのシステム
をどのくらい信頼できるか、使用したいか、という点に影響を
与えます。

質問表のステートメント：
FlexArmは、コントロールしやすいと思った。

94%の医師が「FlexArmの柔軟性は、新たな手技が導入
されても役に立つ」に同意しました。2

FlexArmの導入は、大きな投資となるため、システム自体
が将来への適合性を併せもっていなければなりません。

質問表のステートメント：
FlexArmを使用することにより、新たな手技を取り入れる
ことが容易になると思う。

調査により、「ユーザビリティが低い」、「デザインに欠陥がある」、「人間工学的
に優れていない」といった問題は、手技および患者の安全に悪影響を及ぼす
場合があることが明らかになっています。3　FlexArm は、数多くの技術的 
イノベーションにより実現されており、医師や医療チームのメンバーが、
Axsys motion control system、直観的な操作ができるAxsysコント
ローラーにより、患者の様子に配慮しながら手技に集中することを可能にし 
ます。直観的、予測可能な形でシステムを操作しやすくなると、患者ケアの 
向上や、スタッフの満足感が高まります。

直観的なユーザー操作
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SUSスコア
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パーセンタイル順位
68
平均

92
FlexArmスコア

ユーザビリティを評価する手法として、システムユーザビリティ
スケール（SUS）があります。SUSは科学的に実績のある客観
的なスケールで、家電製品、ハイテクシステムおよび医療技術 
ソリューションを含む科学技術システムのユーザビリティを評価
することができます。ユーザーは 10のステートメントに対して、
1から5のランク（Likert スケール）で回答します。ランク 1は

「まったくそうは思わない」、ランク5は「とてもそう思う」を意味
します。結果は0から100の総合スコアとなります。参加者は
各評価セッションの後にSUSのステートメントに回答するよう
に求められます。その結果、FlexArmはSUSスコア92点を
獲得し、業界平均SUSスコア68点よりもきわめて高い評価と
なりました。

まったくそうは
思わない  

1

とてもそう思う 

5432

システムユーザビリティスケール
SUSは10項目の質問表で、5つの選択肢から回答します。
1. 頻繁にこのシステムを使用したいと思う。
2. このシステムは不必要なほどに複雑だと思う。
3. このシステムは使用しやすいと思う。
4. このシステムを使用するにはテクニカルサポートが必要だと思う。
5. このシステムの多様な機能は上手に統合されていると思う。
6. このシステムには矛盾がとても多いと思う。
7. ほとんどの人がこのシステムの使用方法をすぐに覚えることができると思う。
8. このシステムはとても使いにくいと思う。
9. このシステムを自信を持って使用できた。
10. このシステムを使いこなすには多くの学習が必要である。

SUSでは以下の回答フォーマットを使用します。

Azurion 7C 20 with FlexArmシステムは、 
システムユーザビリティスケールでスコア92を 
獲得し、業界平均スコア68よりもきわめて高い評価
となっています。
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幅広い層の回答を得るために、テストにはヨーロッパおよび米国の医師 17名
を選択しました。参加者はインターベンショナルラジオロジスト、インター 
ベンショナルカーディオロジストおよび血管外科医など、テストにおける様々
な役割の専門家が含まれます。

質問表にはあらかじめ設定されたステートメントが記載され、参加者はその 
ステートメントに対して 1から5 の Likert スケールで回答するように求められ
ます。1 は最も低い同意ランクを、5 は最も高い同意ランクを示します。今回の
ユーザーテストは、主観的な評価とログファイルからの時間評価を併せること
で信頼性の高い客観的データを提供できていると考えられます。あらかじめ
検討されたステートメントに対する同意について、ランク番号を提示すること
により、収集されたデータの比較が容易となり、同じ調査集団の認識の状況
に対しての有益な知見が得られます。ユーザーテスト結果は想定されたシス 
テムの利点を肯定的に検証するものでした。

ユーザーテスト結果を総合すると、FlexArmのポジショニングに対する 
柔軟性の向上によりカテーテル治療室内のスタッフ移動および患者体動が 
減少し、手技時間の大幅な削減となることが確認されました。このことにより、
スループットが改善され、患者ケアが向上します。FlexArmは非常に高度な
移動機能を有していますが、すべての医師たちがこのシステムは使いやすい
という見解を示しました。このことは多様な医療ユーザーが関わる多忙な医療
環境にとって重要な点です。

結論
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